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マンガン錯体は，新規磁性材料や生物無機化学的研究との関連性から幅広い研究分野で注目さ
れている。本研究では，マンガンイオンに着目し，有機多座配位子 1,3-ビス(3-メトキシサリチリ
デンアミノ)-2-プロパノール(H3msap)， 1,3-ビス(5-ブロモ-3-メトキシサリチリデンアミノ)-2-プ
ロパノール(H3bmsap)，  1,3-ビス(5-ニトロ-3-メトキシサリチリデンアミノ)-2-プロパノール
(H3nmsap)及び 1,3-ジアミノ-2-プロパノール-N,N,N’N’-四酢酸(H5dhpta)とマンガン塩を反応させ，
新 規 多 核 マ ン ガ ン 錯 体 の 合 成 を 行 っ た 。 本 研 究 で 単 離 し た 化 合 物 は 
[Mn4(msap)2(CH3CO2)3(CH3O)(CH3OH)](1),  [Mn7(msap)2(C11H15N2O3)(CH3COO)7 
(µ-O)3](2),[Mn4(bmsap)2(CH3CO2)3(CH3O)](3),[Mn8(bmsap)2(C6H5CO2)8(O)4 (CH3OH)2(H2O)2](4), 
[Mn8(bmsap)2(ClC6H4CO2)8(O)4(CH3OH)2(H2O)2](5), [Mn8 
(nmsap)2(C6H5CO2)8(O)4(CH3OH)2(H2O)2](6), Ca2[Mn4{µOHO}(dhpta)2(CH3CO2)2](7) お よ び
[Mn16Ba8Na2Cl(O)(OH)7(CO3)4(H2O)22(dhpta)8] (8)である。  
これらの錯体について, 元素分析, 赤外吸収スペクトル, 単結晶 X 線構造解析, を行った。 
単結晶 X 線構造解析の結果から錯体 1 および 3 は不完全キュバン構造を持つ四核錯体であるこ
とがわかった。マンガンイオンは軸方向に結合が延びており，Jahn-Teller の歪みを生じているこ
とから酸化数は三価と考えることができる。一方，残りのマンガンイオンは結合距離が長く，等
方的であることから，酸化数は二価であると示唆される。これらは BVS(Bond-valence Sum)計算
の結果と一致し, 混合原子価錯体であることがわかった。 
	 錯体 2 は msap3-が加水分解した配位子 C11H14N2O3 が配位している七核マンガン錯体であり，
同様な混合原子価錯体であることがわかった。 
錯体 4，5，6 は X 線構造解析の結果から不完全ダブルキュバン構造を持つ八核マンガン錯体
で Mn(II)2Mn(III)6の混合原子価錯体であることがわかった。これらの錯体は安息香酸架橋を 8 つ
有することにより多核化した構造であることが明らかになった。 
	 錯体 7 は台形型の四核マンガン錯体で，カウンターカチオンとしてカルシウムイオンが存在
することが明らかになった。錯体 7 の磁化率の温度依存性の測定からマンガンイオン間に反強
磁性的相互作用が働いていることがわかった。 
錯体 8 は十六核錯体で Mn(II)6Mn(III)10 の混合原子価錯体である。 
 
